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令和６年度 第２回西伊豆町子ども・子育て会議（議事録） 

 

１ 開催日：令和６年 10 月３日(木)13：30～14：30 

２ 場 所：西伊豆町保健センター２階会議室 

３ 出席者：カトウ悠名委員、花田麻莉子委員、藤井美貴委員、佐久間佳子委員 

      山本美生委員(園長)、齋藤雅子委員(園長)、山本昭代委員(副会長)   

      森真治委員(会長)、薮田栄和委員、山本美智留（福祉係）委員 

      星野町長（オブザーバー）、㈱ぎょうせい見山研究員（オブザーバー） 

      【事務局 朝倉通彰 萩原宏実】 

 

■会 長： それでは、議事に入りたいと思います。議事についてはスムーズに行

い１時間程度を目標に進めていきたいと思いますので、御協力の程よろ

しくお願いいたします。 

議題⑴「第３期子ども子育て支援事業計画骨子案」について事務局か

ら説明をお願いします。なお、議事ごとに質問の時間を設けますのでよ

ろしくお願いいたします。 

■萩  原： はい。事務局から議題⑴第３期子ども子育て支援事業計画骨子案につ

いて御説明をさせていただきます。以前より御案内させていただいてお

りますが、今回策定する計画は令和７年度から 11 年度までの事業計画

となります。本日は事業計画策定にあたり、全体の骨組みとなる大まか

な案について御説明させていただきます。資料はお持ちいただいた第３

期西伊豆町子ども子育て支援事業計画骨子案、第２期西伊豆町子ども子

育て支援事業計画を使用させていただきます。骨子案をお持ちでない方

は卓上に配布させていただいた骨子案を御利用ください。郵送で配布さ

せていただいた骨子案について、１点修正をさせてください。目次の第

４章、現行計画の進捗状況内の基本目標１の文末のパーセンテージが

73.8と記載があるんですが記載ミスで72.7となります。失礼しました。

本日お手元に配布させていただいた資料は修正後の数字に変わってお

りますので、そこだけ変えてありますので配った物が使いやすければそ

ちらを使っていただいても結構です。よろしくお願いします。それでは

骨子案については、ぎょうせいの見山研究員の方から説明をさせていた

だきます。よろしくお願いします。 

■見山研究員：ぎょうせいの見山です。よろしくお願いします。骨子案につきまして、

事前配布されている物につきまして、今日机上の物でも大丈夫なんです

けれどもこちらに基づきまして説明をさせていただきます。少しお時間

をいただきますので着座にて失礼いたします。 

       まずは目次を御覧いただきたいんですけれども、今回の骨子案としま

しては、第１章から第５章までの構成で作成をさせていただいておりま
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す。 

第１章でこの計画をなんで作るのかといったようなこととか、この

計画はどういう法律に基づいて作らなきゃいけないものなのかといっ

たような説明をさせていただいております。 

第２章が西伊豆町の子ども子育て環境の現状というところで統計デ

ータですとか、第３章でアンケート結果とかこういったものを使用しな

がら、西伊豆町の子ども子育てを取り巻く現状について御説明をさせて

いただいております。 

第４章になりますと、こちらは今回新しく計画を策定するにあたっ

てどうしても今、現行計画というのが進んでおりましてまだ途中でござ

います。ですが、ここを振り返ることを無くしては次の計画をどこを改

善すれば良いのかということが分からないというところで、第４章では

今進捗中の計画についてどの程度進捗して来たのかということを説明

させていただく章になっております。 

第５章が第１章から第４章までを踏まえた次期計画はどういった構

成で計画を作っていくというところで、ここがいわゆる骨子というとこ

ろになってまいります。それでは、さっそく第１章から御説明させてい

ただきたいと思います。 

１ページを御覧ください。まず計画の概要なんですけども、計画策定

の趣旨ということで１番になっておりますけれども、これは西伊豆町に

限ったことではございませんで、もう全国的に地方都市については少子

高齢化と、これは深刻な課題になっているということです。厚生労働省

が発表しました令和５年、去年の人口動態統計の概数というのが出てる

んですけれども、これについては国内の日本の合計特殊出生率という言

葉を聞いたことがある方もいらっしゃるかと思いますけれども、これが

１人の女性が生涯に産む子どもの平均数を指しておりまして、これが

1.20 まで低下したということが発表されております。１人の女性が１人

ぐらいしか子どもを産まないというような結果が出たということです。

これは実は人口が減らない、減りもしない増えもしない、人口が維持さ

れる水準というのが人口置換水準と言われているんですけれども、人口

を維持するためには、この合計特殊出生率が 2.07 さらに 2.08 このぐら

いの水準が無いと人口が減少するということが言われておりまして、こ

れを大きく下回る数字だったということになっております。こうした少

子高齢化が深刻化していく中で、令和５年４月に内閣府の外局として去

年の４月にこども家庭庁というものが発足しております。少子化対策で

すとか子育て支援、いじめ対策、これまでは複数の省庁にまたがってい

た各施策をこのこども家庭庁というところで一元化して、子ども政策・

子ども施策推進の司令塔として機能することが期待されている省庁で
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ございます。このこども家庭庁が発足して、同じ日に子ども基本法とい

うものが成立しておりまして、子どもに関する施策の推進というものが

いよいよ本格化、これまでも取り組んで来たものではございますけれど

も、本格化して来ているという状況です。西伊豆町におきましても、子

ども子育て支援法という法律がありまして、これに基づいて現行計画、

第２期西伊豆町子ども子育て支援事業計画というものを策定しており

まして、「子育ちと子育てに優しい町 西伊豆」ということを基本理念

としまして、子ども子育て支援に関する事業を進めております。この計

画が今年度を持ちまして期間を終了するということになりますので、今

回第３期計画というものを策定するということが今回計画策定の趣旨

となってございます。 

続きまして２ページを御覧ください。２番で計画の位置づけというと

ころになりますけれども、先ほど子ども子育て支援法というものがあっ

てそれに基づいて計画を作っているということでございましたけれど

も、そのことがここに書いておりまして、下に子ども子育て支援法の抜

粋が入っております。この第 61 条、四角で囲まれているところなんで

すけれども、第 61 条として、市町村は基本指針に則して 5 ヶ年を１期

とする、教育・保育及び地域子ども子育て支援事業の提供体制の確保、

その他この法律に基づく業務の円滑な実施に関する計画。これが市町村

子ども子育て支援事業計画と言いますけれども、これを定めるものとす

ると書かれております。定めるものとするという言い方は国の言い方で

すと、義務というかたちになります。ですので、法の規定にのっとって

この計画を策定することが義務となっているということで、この義務に

従ってこの計画を作りますということです。３番 計画の期間ですけれ

ども、先ほども子ども子育て支援法の抜粋のところでも申し上げました

けれども、５年を 1期とする計画となっております。ですので、第３期

計画の５年を１期とした計画となりますので、令和７年度を計画初年度

としまして令和 11 年度を計画最終年度とする５年間となります。この

計画期間中に定期的にどのように計画が進捗しているかというところ

を点検・評価をやって行って、令和 11 年度最終年には新たにこの子ど

も子育て支援事業計画を見直すのかどうするのか。あるいは今、実はこ

ども計画という別の計画がありまして、このこども計画というのはこど

も基本法、令和５年４月に施行されているこども基本法の中で規定され

ているものなんですけれども、このこども基本法の中で記載されている

こども計画は努力義務になってます。必ず作らなければいけないもので

はないんですけれども、このこども計画を策定する自治体さんもちらほ

ら出ているという状況です。ただ、このこども計画の策定は非常にハー

ドルが高くて複数の計画をこのこども計画の、これまではいくつか、例
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えば「役場の何々課がこの計画をやっています。」「何々課がこの計画を

やっています。」というような、複数の課がそれぞれ持っていた計画を

このこども計画の中に全部一体的に作ることが出来るということにな

っていまして、一体的に作るということはその課だけでは計画の推進が

難しい。全庁的な連携体制と全庁的な計画策定のための委員会とか立ち

上げる必要があったというところで、このこども計画というのは策定が

なかなかハードルが高い。ただ、これから今回は子ども子育て支援事業

計画の話ですけれども、これから５年間計画をやっていく中で、もしか

したらこども計画策定という話にも庁内でまとまるかも知れませんし、

それはこの経緯を見守っていただきたいと思うんですけれども、今回は

子ども子育て支援事業計画を策定するということでございます。 

３ページを御覧ください。計画の策定方法というところで、こちらが

こういう策定経過を取りますということなんですけれども、まず皆さん

がここにいらっしゃって御意見をいただくという機会を設けるという

ことで、西伊豆町子ども子育て会議を設置しております。⑵として、子

育て世帯の実態把握のためのアンケート調査を実施しております。それ

から、子育て支援団体というところにもアンケートを実施しておりまし

て、これはちょっと町内の子育て支援団体さんが数が多くないので、む

しろこれを集計してグラフ化したりすると、1 つの意見がすごい割合に

なってしまったりとかするということで、ちょっと誤解を招きやすいの

で集計ということはやっていませんので、自由意見とか実際の結果につ

いて生のデータで庁内で共有するということを勧めております。それか

ら今後パブリックコメントというかたちで、こういう計画で進めていき

たいと思いますということを町民の方に紹介をさせていただくと。町民

の方から御意見があったらその中で反映できるもの、できないものとあ

ると思うんですけれども、町としてどういった対応をとっていくかとい

うことを報告しつつ、計画の最終案を作成するという手順となっており

ます。 

では４ページを御覧ください。第２章西伊豆町の子ども子育て環境と

いうことで、この章は統計データ等を紹介しながら西伊豆町の状況とい

うものを説明している章となります。ここで説明されていることという

のは、おそらく西伊豆町にお住いの皆さんは肌感覚として感じてらっし

ゃること、理解してらっしゃることに近いというか、そう大きく変わら

ないことだとは思うんですけれども、改めて統計データとして裏付けら

れているものもあると思いますので御説明させていただきたいんです

が。まず⑵ですね、人口の推移というところでこれが住民基本台帳とい

うものから各年 10 月１日時点の人口の推移を見ております。総人口は

減少傾向にあるということです。尚且つ、年少人口これが０歳から 14
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歳の方を年少人口というんですけれども、これが令和元年から令和５年

にかけて 157 人減少しておりまして、令和５年の 10 月１日時点では 345

人というかたちになっております。この人口減少は年少人口に限らず全

ての年齢層で起きているんですけれども、次の５ページを御覧いただき

まして、その上の年齢３区分別人口割合の推移というところを見ていた

だきたいんですけれども、それぞれの人口が総人口に対してどのくらい

の割合居るのかというところがこのグラフになっております。一番低い

一番下の線が年少人口というところでこれが令和元年で 6.5％居たとこ

ろが 5.0％に減っている。高齢者の人口も減っているんですけれども、

高齢者が 65 歳以上の方を高齢者人口というんですけれども、この高齢

者人口は減っている中でも人口全体に対する割合としては増えていっ

てしまっているということで、肌感覚として少子高齢化進んでいるよな

というようなことは感じてらっしゃるとは思うんですけれども、明らか

にこういった統計データでも出ているということです。それから⑶が世

帯の状況です。世帯の状況としては、世帯数が減っておりまして、尚且

つ世帯規模が縮小しているとこれが同時に進行しているということで

す。世帯規模が縮小というのは１世帯当たりの世帯人員数が何人の世帯

なのかというところが、これも１世帯当たり 2.05 人まで減って来てい

るということになっております。これは国勢調査と言いまして国の調査

で５年おきに実施される調査なんですけれども、なのでちょっと令和２

年と数字が古いんですが直近の国政調査が令和２年でしたので、令和２

年のデータとしては 3,397 世帯ありまして、１世帯当たりの人数は 2.05

人ということになっております。 

続きまして６ページを御覧ください。これが母子世帯・父子世帯の状

況ということで世帯数は減少傾向にあるというのが先ほどのデータで

出ていましたけれども、母子世帯・父子世帯につきましても若干減少傾

向にあります。ただ平成 27 年、令和２年この５年間では変化が無いと

いう状況になっております。６ページ下の③で世帯の年齢による世帯の

状況というところがありますけれども、18 歳未満の世帯の居る世帯とい

うことでこちらは 356 世帯、令和２年で 356 世帯ありましてその世帯全

体の 10.5％なんですけれども、次のページ７ページを御覧いただきます

と６歳未満の世帯が居る世帯ということになりますと令和２年が 86 世

帯しかないという状況です。これが世帯全体の 2.5％ということになっ

ておりまして、やっぱり出生数というのが減って来ているというのがこ

ういうとこにも出て来ているのかなということです。④として下の図で

すね。家族累計別世帯数の状況ということなんですけれども、世帯数が

だんだん減って来ているという中で、特に増えている世帯がございます。

全体的には世帯数は減っているんですけども、この単独世帯というとこ
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ろ、これが増えております。令和２年の時点で 3,397 世帯全体であった

うちの 1,287 世帯は単独世帯ということになっておりまして、１人暮ら

し世帯ということになります。ここがこの子ども子育て支援事業計画の

中では、ここに対するケアというのは計画に盛り込まれているわけでは

ないんですけれども、ちょっと特徴的な数字ではございます。ちなみに

特徴的な数字と申し上げましたけれども、これは西伊豆町に限ったこと

ではありません。単独世帯というのは高齢化が進むと高齢単独世帯とい

うものが増えて行きますので、単独世帯というのは増えて行くというの

は地方都市ではよくある状況です。 

８ページを御覧ください。自然動態の状況ということで自然動態とい

うのは、出生と死亡の増減を見ていくものです。これ見て行きますと、

死亡数が出生数を大きく上回っている状況です。上のグラフで見ると人

口動態調査の結果なんですけれども、令和４年が今出ている最新のもの

なんですが 77 名の死亡に対して出生が 20 しかないという状況なので、

自然動態としてはマイナス 50 以上マイナスになっているという状況で

す。下が合計特殊出生率の推移ということで、これは人口動態調査の中

の人口動態統計特殊報告というもので５年間の合計特殊出生率を見て

いくものなんですけれども、これは直近のもので平成 30 年から令和４

年のものを見ていただくと、実は西伊豆町は静岡県の水準よりは若干低

い状況になっていますけれども、全国に水準よりは高いという状況には

なっております。先ほど冒頭に申し上げました人口を維持する水準とい

うのが2.07から 2.08というこの数字に対してはやっぱり足りてないと。

むしろ、今国内にこれが足りてる自治体はほぼ無いのかなという状況で

す。 

続きまして９ページを御覧ください。婚姻と離婚の状況です。こちら

は婚姻件数が離婚件数を上回っております。ただ、推移を見て行きます

と婚姻件数が減少傾向にあります。ですので、婚姻しなくても出産する

方がもちろんいらっしゃいますけれども、婚姻が減っていくとやっぱり

人口にも影響してくるという状況にはあると思います。それから下の⑹

番です。女性の労働力状態というところです。労働力率という言葉がご

ざいまして、一番下に小さい字で説明がありますけれども、すごく簡単

に言うと働ける女性の数の割合を見ているものです。今回ここに関して

は女性の労働力率を見ていますので、働ける女性の労働力状態を見てお

ります。これ見て行きますと結構多くの自治体で M字カーブという言葉

がありまして、このグラフが M字、真ん中ちょっと凹む M字になるカー

ブを描く状況があったんですね、過去。これがどういうことかというと、

だいたい 25 とか 30 歳ぐらいの女性の労働力状態が下がると、なのでこ

のグラフもここの部分が下がってM字のような形になっているという状
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況がありました。これが M字カーブというんですけれども、実際平成 22

年では 25歳から 29歳のとこで下がっているという状況が見られていま

す。これは妊娠出産で働けなくなる女性が非常に多くなるという状況を

M 字カーブという形で説明しているんですけれども、西伊豆町ではほぼ

この状況は今も起きていません。西伊豆町のちょっと特徴的なものとい

うのがこのグラフで見ると一番労働力率、働ける女性が一番多いのが 45

歳から 54 歳という数字になっておりまして、45 歳から 54 歳の方が非常

に町内で活躍されている、あるいは今後活躍していただける可能性があ

るという数字になっているというのが西伊豆町のこのグラフから見て

取れる特徴になっております。 

続きまして 10 ページです。母子保健の状況なんですけれども、妊娠

届の届け出数、そちらの推移を見て行きますと令和２年度・３年度は低

下傾向にあって低くなったんですけれども、令和４年度は回復していて

18 の妊娠の届け出がありました。ただ、この妊娠届のある方が全員無事

出産を迎えられるというわけでもありませんので、出生数とは一致しな

いんですけれども妊娠届け出としては令和４年度で 18 件ありました。

下が乳幼児健康診査の実施状況ということで、これにつきましては町と

しては 100％を目指しているところではあるんですけれども、受診勧奨

しているところですが今のところだいたい 80％から 90％ぐらいの受診

率で推移しているということになっております。 

続きまして 11 ページです。子ども子育てを取り巻く環境というとこ

ろで、生活保護世帯数の推移というところです。生活保護世帯数はこの

６年間を見て行きますと、令和４年が最も多くなりまして 77 世帯あり

ました。これが最近徐々に下がって来ておりまして令和６年時点で４月

１日時点で 69 世帯。世帯全体に対する割合としては 1.94％の世帯が生

活保護を受給しているということになっております。⑵が障害児数の推

移です。障害児数の推移につきましては、令和６年時点で 11 人という

ことになっております。このグラフの推移を見て行きますと大きく上下

が無いのかなと、だいたい 10 人から 12 人の間ぐらいで推移しているん

ですけれども、一方で子どもの数は減っていますということで冒頭に説

明させていただいていますので、障害児数が減らないで子どもの数が減

っているという状況になっているということで、障害を持っている方の

割合は若干増えているのかなという状況が見て取れると思います。 

続きまして 12 ページを御覧ください。こちらの⑶が認定こども園の

設置状況と利用状況なんですけれども、西伊豆町の場合は認定こども園

が２園設置されておりまして、幼稚園部と保育園部というものがありま

す。だいたい保育園部の方が需要がどうしても高くなるということで、

５割後半から６割ぐらいの方が保育園部を利用されて、定員に対して５
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割から６割の利用率がありまして、幼稚園部については定員に対してだ

いたい２割ぐらいの 20％前後の利用率ということになっております。全

体の定員が 166 に対して、令和６年４月１日時点で在園児数が 73 人で

すので入園率とこれに対して在籍児童が 44％というかたちとなってお

ります。⑷放課後児童クラブの設置状況と利用状況なんですけれども、

今、設置数が１ありまして定員数が 38 です。登録児童数が 38 を超えて

いる年度がこの表にはあると思います。定員を超えて登録を受け付けて

いる状況なんですけれども、これは必ずしも登録している方が全員毎日

使うわけではないと、曜日限定で使われる方とかもいらっしゃいますの

で、そういったところを上手く調整しながら概ね定員の範囲以内で受け

入れるということで放課後児童クラブは運営されております。 

次のページ 13 ページです。地域型保育事業・その他の保育施設とい

うところですけれども、色んなサービス・事業の名前があってすごくや

やこしいんですが、地域型保育事業という種類のサービスがありまして、

これは認可保育所より少人数の単位で０歳児から２歳児までの子ども

を預かる事業と言われております。西伊豆町では認可外保育施設が１ヶ

所運営されております。⑹です、その他の子ども子育て支援事業等の実

施状況というところです。学習アシスト教室、まなびばが実施されてい

たり、ちゃぶ台クラブというところで子どもの居場所づくり事業が開始

されております。⑺小学校・中学校というところなんですけれども、こ

れは皆さん御存知の通りかと思うんですけれども、令和３年４月に中学

校が統合されて、令和６年４月には小学校が統合されています。ですの

で、令和６年４月の時点で町内の小中学校数は小学校が２校、中学校が

１校ということになっております。 

続いて 14 ページ、第３章がアンケート調査から見た西伊豆町の現状

ということなんですけれども、これにつきましては前回アンケート調査

結果を御報告させていただきまして、その中のその抜粋というかたちに

なりますので今日は説明を割愛させていただきまして、25 ページを御覧

いただきたいんですけれども、第４章は現行計画の進捗状況というとこ

ろで第２期計画がどの程度進んで来ているのかということを評価をし

ていただきました。私の方で現行計画に載っている細かい取り組み事業

を全て洗い出して、それぞれどの程度進捗していますかというようなシ

ート調査をさせていただいて、それに事務局、役場担当の方で回答して

いただくというかたちで進捗を評価しております。進捗の評価の仕方は

自己点検となっておりますけれども、ここに四角で囲ってある基準で評

価しておりまして計画に記載されていることについて 100％の進捗、全

部やって来ましたという進捗からそれが Aです。そこから Eにつきまし

ては 40％にも達していませんというような評価、この５段階評価をして
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いただきました。これを実際ここにグラフ化したり、評価・御報告を作

らせていただいた時にはAの評価の場合は100％進捗、Bの場合は80％、

Cの場合は 60％、D の場合は 40％、Eは 40％未満なんですけれども、こ

れは全部 0％で評価させていただいております。これを評価させていた

だいて、全体の平均値を出しておりまして全体の平均値が計画全体とし

ては 75.0％の進捗になっているということになりました。ただ、これは

評価の時点がまだ計画期間途中ですので今も進捗中ですので、この評価

した時点では 75％ということになっております。具体的に細かい取り組

みは全部で 52 ありまして、それぞれを評価していただいたんですけれ

ども、その基本目標ごとにも評価の平均値を出しておりましてそれが下

のグラフになっております。見ていただくと一目瞭然なのは基本目標４

の安心して子育てできる地域作りというところがちょっと進捗が思わ

しくなかったところなんだなというところが分かるかと思います。中身

を見て行きたいんですけれども、26 ページを御覧ください。まず基本目

標１につきましては、これは子育て家庭を総合的に支援する仕組みづく

りという基本目標を立てておりました。現行計画が今日もしお持ちであ

れば現行計画の方も御覧いただきながら、見比べていただく方が良いか

なとは思うんですけれども、この基本目標１には 11 の施策や取り組み

がありました。これが全体の平均としては基本目標の１では 72.7％の進

捗になっております。この中で最も進捗が思わしくなかったというとこ

ろは⑵というところが、地域における子育て支援サービスの充実という

ところです。これが 45％の進捗というところに留まっております。これ

については、評価シートでどうしてかということを聞かせていただいた

ところ、日曜・休日の保育体制の整備というところが実現できなかった

というところです。それから事業所内保育施設を拡充するということを

目指していたんだけれども拡充には現実的には至らなかったというと

ころ。そこで進捗が思わしくないというところでこの⑵が評価が 45％と

いうかたちになるということでした。基本目標２子どもの健やかな育ち

を支える環境づくりと、これに関しては進捗率が 84％ということで、こ

の基本目標としては概ね進捗して来ている、計画通りに進んでいるとい

うことになりますけれども、一方で中身を見て行きますと⑶の家庭や地

域連携による教育支援というところが進捗 50％ということになってお

ります。これはどうしてこういうことになったのかというところで、地

域が主体となった子育てしやすいコミュニティーづくりを目指してい

たんですけれども、子育て支援の活用が進んでいないこと、それから子

育てサークルの活動支援をしますということで計画はうたっていたん

ですけれども、子育てサークル自体が無いというところでそもそも計画

には支援しますとありましたけれども支援の実績が無いというところ
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でこういった評価になったということです。ですので、子育てサークル

の支援、子育てサークルが無ければ支援が出来ませんで子育てサークル

というものをみんなが立ちあげていく方向に進めば良いのか、その辺の

ところが今後のこれから骨子、今日御意見をいただきながら計画の中身

をその後、素案というかたちで作って行くんですけれども、その中で地

域コミュニティに対して町がどういった支援がしていけるのかという

ところが今後、継続検討が必要になってくるのかなと思っております。 

基本目標３、27 ページを御覧ください。全ての子どもと子育て家庭の

きめ細やかな支援体制づくり、これは進捗率 80％ということで基本目標

３としては概ね計画通り進捗して来たということになりますけれども、

この中で⑴の児童虐待防止対策の充実、これが他の実施策と比べて低い

水準の進捗となっております。全ての子どもとその家庭、妊産婦等を対

象としまして子どもの自立を補償する観点から妊娠期から子どもの社

会的自立に至るまでの包括的・継続的な支援を実現するため、子ども家

庭支援員・虐待対応専門員を常時配置した子ども家庭総合支援拠点の設

置というところを目指して来てはいるんですけれども、現時点で今計画

期間の途中ではありますけれども現時点では実現されていないという

ところでここは低い評価を進捗としては思わしくないというところを

評価していただいております。続きまして下、基本目標４の安心して子

育てできる地域づくりというところなんですけれども、これが最初にグ

ラフでも見ていただいた一番進捗が思わしくなかったところで 60％の

進捗というかたちになっております。これに関しては⑴から⑶ある中の

⑴の子育てしやすい生活環境の整備、⑶仕事と家庭生活を両立できる働

き方の支援とこの両方が思わしくないというような状況になっており

ます。まず⑴については、公園や広場、公共施設の整備・維持管理に対

する住民の要望が強い、ニーズが高いということは町としては十分理解

しているところなんですけれども、ここがなかなか思わしく十分に応え

ることが出来ていないというところで低い評価をしていただいている

ということです。⑶仕事と家庭生活を両立できる働き方の支援というこ

となんですけれども、町内の事業者に対して町として男女共同参画とか

長時間労働の是正とかそういったことを情報発信を行っているんです

けれども、具体的にどういう効果があるのか把握できないというところ

でここの進捗が低くなったということで基本目標４が一番全体として

は自己評価が低くなったというかたちでした。 

続きまして 28 ページ第５章を御覧ください。この計画の基本的な考

え方、ここが骨子案、骨組みになって行くんですけれども、まず上の計

画の基本理念と２番の計画の推進における基本的な視点。これは計画の

柱になるところでして、第１期からそこはぶらさずやって来ております。
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なので、１番と２番については現行のものを第 1期からぶらさず踏襲と

いう報告で今進めております。これに対して御意見あれば検討させてい

ただいて、新たに内容を加えたりとかということはあるかと思いますの

で御意見をいただければと思います。 

29 ページの基本目標というところです。ここが今回第３期で取り組ん

で行く基本的な内容になって行くんですけれども。まず基本目標１、安

心して子どもを産み育てられる社会の実現これを目指しますというこ

と。読み上げになって大変恐縮なんですけれども、子ども・若者等の次

世代の育成や子育ては、父母その他の保護者の第一義的責任を有すると

これはこども基本法でも書かれているものです。父母その他の保護者が

第一義的責任を有するということを基本的な認識とする一方で、とは言

っても行政はもとより企業や地域社会を含めた社会全体で協力して取

り組む必要があるものです。ですので、教育・保育それから地域子育て

支援事業の充実、子育てに関する相談・支援体制の充実を図って、安心

して子どもを産んで育てられる社会を実現するということを目標とし

ますというのが基本目標１です。基本目標２、子ども・若者の健やかな

育ちを支える社会の実現というところです。子どもというのは将来の親

世代になるということですので、妊娠から出産、育児など様々なライフ

ステージに対して、必要な支援を切れ目なく届けるということが重要で

す。更には、豊かな人間性を形成して自立して生活を営むことが出来る

よう長期的な視野に立った支援が求められますので、全ての子ども・若

者の健全育成それから幸せの実現に向けて、子ども・若者の育ちを支援

しますというのが基本目標の２番目になっております。基本目標３、誰

一人取り残さない子ども子育て支援体制の実現。ここは子どもの現在と

将来がその生まれ育った環境によって左右されることがあってはなら

ない。貧困が世代を超えて連鎖することを食い止めなければならないと

いうことです。子どもが育ち健全に育成されていくためには、地域の子

育て環境の充実と安全の確保これが重要になってきます。子どもと子育

て当事者にとって、必要な生活環境を確保して安心安全で快適な生活を

送れるよう子育ての実態に配慮して総合的な町づくりに取り組みます。

貧困とか苦しい立場にあるという御家庭を支援していきますというと

ころが基本目標３になっています。基本目標４、子ども・若者の尊厳が

尊重される社会の実現というところですが、これは子ども・若者本人の

権利を保障して虐待とかそういったところから子どもたちを守ってい

く。それから子どもを産みたい、育てたいと考える個人の希望が叶うよ

うに子どもや若者それから子育て当事者の幸福を追求していくことが

重要ですので、意見や権利が尊重される子育ての環境の充実を目指して

いきますというのが基本目標４になっております。 
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次のページ 30 ページを御覧ください。先ほどの４つの基本目標に対

して更に基本施策というかたちでいくつかぶら下がっているようなツ

リー図のようなものになっていますけれども、このそれぞれ基本目標を

達成するために右にあるような基本施策というものを充実推進しまし

て最終的にはこの基本理念である子育ちと子育てに優しい町、西伊豆は

こういう町だというところを実現していくということを目指した計画

にしたいというのが今回の骨子案の趣旨となってございます。私の方か

ら以上です。 

■会 長： はい、ありがとうございました。只今の議題について御意見・御質問

を賜りたいと思いますがいかがでしょうか。 

■○○委員： 認可外保育施設というのはどこになりますか。 

■萩  原： 西伊豆病院さんの中にある施設になります。 

■○○委員： その下にある田子のまちづくり協議会のちゃぶ台クラブ、これはどこ

でやってるんですか。 

■○○委員： 旧かしわや食堂というのが田子にあるんですけれど、そこが田子地区

のまちづくり協議会の拠点になっていて毎月第２第４土曜日の 10 時か

ら２時まで行っています。 

■会 長： あと他に何かいかがでしょうか。 

■○○委員： この障害者の子どもの人数というのは。 

■会 長： ページを、何ページになります？ 

■○○委員： 11 ページ。そこの障害児数というのは級とかくらいでいうと何級とか

そういうのは、どのくらいの障害児の子どもって幅があるじゃないです

か。どういう感じの幅で人数って言っているんですか。 

■福祉係山本： はい、福祉係の方からなんですけれども。この数について障害を持っ

てるお子さまって療育的だったり身体的と色々あると思うんですけれ

ども、その中でサービス利用をされてる方の数を計上しているようにな

ります。 

■会 長： 何をしている？ 

■福祉係山本： 障害福祉サービスという、障害を持ったお子さんが介護保険と同じよ

うなかたちで色んなサービスを利用されている人が居るんですけれど

もその数になります。 

■○○委員： １級とか２級とか。 

■福祉係山本： 級とかではないですね。利用されているのでそしたら持っている方も

いらっしゃいますし持ってない方もいらっしゃるというようなことに

なりますので、級としては曖昧な答えで申し訳ないですけれどもこうい

う級だよというのは、手帳とか持っている方が多いという傾向ですね。 

■会 長： 基本的にその福祉のサービスを受けている人数が 11 人ということで

すか。 
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■福祉係山本： そうですね。 

       ※会議終了後、障害児数は正しくは手帳所持者数と担当より連絡あり 

■会 長： どうぞ。 

■副 会 長： ３ページの子育て支援団体、西伊豆町には少数ということなんですけ

れども、この支援団体って父兄とか保護者間とかそういうことなんです

か。 

■会 長： ３ページの⑶の支援団体とは具体的に数が少ないというような説明だ

ったかと思いますけど、具体的にはどんな団体。 

■萩  原： 具体的に言うとちゃぶ台クラブさんと社会福祉協議会のまなびばさん

ですね。 

■会 長： 他になんか気になったこととかありますか。 

■町 長： すいません、オブザーバーですけど。少しお願いがあるんですけど、

６ページの②のところなんですけれど、母子父子世帯の状況というとこ

ろ、いわゆるひとり親家庭。これは数が減ってるんですけど、たぶんう

ちそもそもの数が減ってるんで率をもう１本折れ線で入れてもらった

方が分かりやすいと思います。 

■会 長： ③とかのグラフと同じように、何％居るのかということを入れていた

だくということでお願いします。 

■萩  原： はい。対応します。 

■会 長： その他どうでしょう。無ければ 26 ページの基本目標２のところで子

育てサークルの活動自体が無いということだったんですけど、サークル

の立ち上げをどうするかみたいなことが御説明の中であったかと思う

んですけども、それについて御意見がある方が居れば。子育てサークル、

これから立ち上げた方が良いのかどうかということが出たかと思いま

すが。あと 28 ページの第５章 計画の基本的な考え方のところで１番

の計画の基本理念と２番の計画の推進における基本的な視点、これにつ

いては第１期の方からずっとこのままで来ているので来年度からにつ

いてもこのまま行きたいというようなことでお話がありまして、意見を

伺いたいということでしたのでどうでしょうか。特別変えた方が良いと

いうようなことがありましたらお願いしたいと思います。28 ページの１

番の計画の基本理念と２番の計画の推進における基本的な視点につい

てです。よろしいでしょうか。特別御意見が無かったようですのでこの

ままということで進めていただきたいと思います。萩原さんから何かあ

りますか。 

■萩  原： 資料の方１つ説明が無しの状態になってますけど、一番最後の配布の

スケジュールになりますけれども、前回の会議から修正の方はありませ

んけども、今後のスケジュール感なんですけれども、この表の一番下か

ら５番目の部分が今日の骨子案の作成というところになってまして、こ
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のあと実際この骨子案で御承認いただければ、施策の検討で素案の作成

に入って行って町民の方向けのパブリックコメントというのをさせて

いただいて最終案の方を作って今年度３月上旬中旬あたりに作成をし

て次期の５ヶ年計画にしたいと思っております。それにあたってまた来

年の２月に会議の場を設けさせていただければと思っております。以上

です。 

■会 長： 今、スケジュールについての御説明をいただきました。いくつか御質

問とか御意見をいただきましたが、それでは事務局の説明、作成までの

スケジュールに賛成の方は挙手をお願いいたします。賛成多数というこ

とでありがとうございます。賛成多数の為、事務局案で進めていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

       それでは次に進ませていただきます。議題⑵その他についてです。委

員の方から何かありましたらお願いします。特別無いようです。それで

は事務局の方から何かありましたら。 

■萩  原： はい。今、申し上げましたけれども次回の会議の方なんですけど、令

和７年２月 14 日金曜日の午後１時半からこちらの会議室でお願いした

いと思います。また、次回の議題について何かありましたら事前に教育

委員会の方へお知らせいただければと思います。 

■会 長： はい、ありがとうございました。議題は以上になります。御協力あり

がとうございました。事務局さんにお返ししたいと思います。 

■朝  倉：長時間にわたり御審議、骨子案に係る御承認ありがとうございました。 

会長、議事進行ありがとうございました。これを持ちまして令和６年 

度第２回子ども・子育て会議を終了いたします。ありがとうございまし

た。 

 以上、議題終了 


